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要旨 

 

私たちは身近なもので、環境にやさしく、スクミリンゴガイを駆除できる物質を見つけるため

に、田に見立てた衣装ケース(以下擬似田)に色々な物質を入れ、イネとスクミリンゴガイへの影

響を調べた。この研究により、スクミリンゴガイを駆除できる物質を見つけることはできなかっ

たが、コーヒーかすとワサビが食餌行動を抑制する効果があるように観察された。また、それら

を使用する利点について、実験結果から考察した。

 

研究の経緯 

近所の田に生息しているスクミリンゴガイ

の被害により、若いイネが食い荒らされてい

た。駆除するために化学薬品を使用すると、

イネや周囲の環境への影響が心配される。そ

こで、イネや周囲の環境への影響が少なく、

スクミリンゴガイを駆除できる方法を見つけ

出そうと考えた。 

 

２．研究の内容 

＜実験１＞ 

［実験に用いたもの］ 

(擬似田の作成) 

・衣装ケース 4 つ(写真１参照) 

 

写真 1  衣装ケース 

 

 

・土  田の土を用意できなかったので、代

わりに腐葉土と畑の土を 1:1 で混ぜ

たもの 3.25kg 

・イネ 事前に育てていた丈約 10cmの若いイ

ネ 4本を１束としたもの 6つ 

・水  水道水をカルキ抜きしたもの 4.00L 

・酸素タブレット 各 1つずつ 

(試料) 

① なし           - 

② 石灰窒素          5.00g 

③ コーヒーかす    5.00g 

④ シリカゲル       5.00g 

②～④の選定理由は下記の通りである。 

②…スクミリンゴガイを駆除するものとして 

使用されている物質。③、④と比較する 

ために使用した。 

③…抗菌・消臭作用があり、防虫効果もある 

ので、スクミリンゴガイにも効果がある

のではないかと考え使用した。また、肥

料として使われていることもあり、イネ

にとっても良いのではないかと考えた。 



 

 

④…スクミリンゴガイの駆除薬に入っている

成分で、食品の乾燥剤として身近にある

ため、使用した。 

 

(1)実験方法 

衣装ケース(擬似田)に土、水、酸素タブレ

ットを入れ、イネを図 1 の☆印のように配置

した。1 ケースごとに 4 匹のスクミリンゴガ

イと試料①～④をそれぞれ入れた。水の蒸発

を防ぐために蓋をし、1 週間日当たりの良い

所に置いた。 

 

 

 

 

 

 

     図 1 ☆印 イネの配置 

(2)実験結果 

2 つの観点から結果を出した。次の表 1、2

の通りである。 

※①～④は前ページの条件の物質を表す。 

 

表 1  スクミリンゴガイの生存数と食された

イネの本数 

 

 

 

 

 

 

表 2 イネの状態と藻の発生状況      

 

＜実験２＞                                   

＜実験１＞の反省として、水温が低く、ス

クミリンゴガイの動きが活発でなかったとい

う可能性があるため、今回の実験では、水用

のヒーターと水温計を使い、常に 18℃～

19℃に保てるようにした。また、＜実験１＞

で、③が最も研究目的を満たしていたため、

コーヒーかすに着目して、＜実験２＞ではコ

ーヒーかすと同じ抗菌作用があり私たちにと

って身近であるワサビも使って実験すること

にした。 

 

(1) 実験方法 

＜実験１＞に加え、擬似田にヒ―ターを取

り付け、水温計を用意した。＜実験１＞の④

のシリカゲルをワサビに変えた。 

 

(2) 実験結果 

実験結果は表 3、4 の通りである。 

表 3 スクミリンゴガイの生存数と食された 

イネの本数 

 

 

 

 生存数/総数 食された数/総数 

①   4/4   2/6 

②    2/4   0/6 

③    4/4   0/6 

④    4/4   0/6 

 イネの状態 藻の発生 

①    良好  ○ 

②    一部枯れた  × 

③    良好  × 

④    良好  ○ 

 生存数/総数 食された数/総数 

①   4/4   3/6 

②    3/4   0/6 

③    4/4   0/6 

④    4/4   0/6 



 

 

表 4  イネの状態と藻の発生状況 

※藻は発生しなかったが、カビのようなもの 

が発生した。 

 

３．考察 

両実験の考察として、③と④の擬似田では、

スクミリンゴガイを駆除することはできなか

ったが、①の擬似田よりもイネを食しておら

ず、枯れていなかった。このことから、コーヒ

ーかすとワサビはスクミリンゴガイの食餌行

動を抑制する効果があると考えられる。 

一方、②では、スクミリンゴガイを駆除す

るのには適していると思われたが、イネが枯

れてしまったので、イネに悪影響をもたらす

ことが分かった。このことから、石灰窒素は

イネを植えた田で使用することは難しいと考

えた。また、コーヒーかすは両実験に共通し

て藻が発生していなかった。藻は、日光を遮

ってしまい、水温や地温が上昇できずイネの

生育が遅れる原因となる。田の水質を良く保

つ事ができる点においてもコーヒーかすは適

していると考えられる。 

 

４.問題点と今後の展望 

今回の実験結果からは、スクミリンゴガイ 

の食餌行動を抑制できた原因が、コーヒーか

すやワサビの抗菌作用からきているとは断定

できなかった。今後の実験では、ワサビの抗

菌成分であるアリルイソチオシアネートやコ

ーヒーかすの抗菌成分であるポリフェノール

が入っている身近なもの(茶殻等)を使って実

験をしていきたい。また、コーヒーかすやワ

サビを入れると、育てたイネからできたコメ

の味に影響が出ないのかも確かめたい。コー

ヒーかすに関しては、食品廃棄物として安定

的な供給が可能であり、比べて容易に手に入

ると考えられるため、実用化を目指していき

たい。 
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